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研究成果の概要（和文）：本研究は、建物改修時における外壁部の改変、即ちファサード・レトロフィットにおいて、
意匠・構造・環境・法規といった多様な与条件に適合する手法を構築するために、国内外の改修事例の調査およびその
データベース化を通じて、計画課題を明らかにし、具体的な手法を整理・分析し体系化を試みるものである。特に、国
内において需要が高まり続けている鉄筋コンクリート造の改修手法に比較的近い、国外の成熟した都市における組積造
の改修事例を調査し、魅力的なファサード・レトロフィットの事例収集を行った。また一方で、文献調査により得た25
0程度の国内事例を基に、意匠や構造などの多角的な側面をもつデータベースを構築した。

研究成果の概要（英文）：This study explores the systematization of the building facade retrofit 
methodologies from viewpoints of design, structure, environment and regulation. Through analyzing the 
domestic and overseas examples and database construction, this study reveals the problems and organizes 
the realization methodologies of facade retrofit. Especially, the successful examples of the retrofitted 
masonry buildings in overseas are collected. Also the retrofit methodologies database is constructed by 
the approximately 250 Japanese examples.

研究分野： 建築計画学

キーワード： 改修　レトロ・フィット　リファイン　ファサード
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１．研究開始当初の背景 
 「スクラップ・アンド・ビルド」の時代は
終わり、高度経済成長期以降多くつくられて
きた、無名の建物の再利用が課題になってい
る。近年、メディアにおいて、「改修」、「建
築再生」、「リノベーション」、「リフォーム」、
「コンバージョン」、「リファイン」といった
多種多様なコンセプトに基づいた改修事例
の紹介が目立つようになり、今後も増加が予
想される状況である。しかし、その具体的な
方法の体系は未開発である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、建物改修時における外壁部の改
変、即ちファサード・レトロフィットにおい
て、意匠・構造・環境・法規といった多様な
与条件に適合する手法を構築するために、国
内外の改修事例の調査およびそのデータベ
ース化を通じて、計画課題を明らかにし、具
体的な手法を整理・分析し体系化を試みるも
のである。 

 ファサード・レトロフィットという国内に
おいて未開拓な研究をすすめていくにあた
り、事例収集と、分析対象の明確化が最も重
要な作業である。そのために設計上の問題点
とそれをどのような手法とバランスで超手
したのかという計画の実データを設計者か
ら集めることが肝要である。まず、文献調査
にはじまり、重要な事例に関しては、現地調
査およびヒアリングが必要になる。その結果
をデータベース化し、計画条件と解決手法の
対応付けを行う。データベースの分析を通じ
て、これからのファサード改修に期待される
具体的な方向性を示すことが目的である。 

 

３．研究の方法 

国内において需要が高まり続けている鉄筋
コンクリート造の改修手法に比較的近い、
国外の成熟した都市における組積造の改修
事例を調査し、魅力的なファサード・レト
ロフィットの事例収集を行う。また一方で、
文献調査によりまとまった数の国内事例を
収集し、データベースを構築する。これら
のデータをもとに意匠・構造・環境・法規
といった多角的な側面から分析を行う。 

 

４．研究成果 
(1) 近年の国内事例を用いて改修手法のデ
ータベース化を行った。2000 年から 2013 

年までに雑誌「新建築」上で掲載された建築
作品(2839 件) から、全ての建築改修に関す
る作品(399 件) を抽出した。そのなかで、建
築的操作が限定的であるインテリア改修事
例、増築のみが為された事例を省いた 221 件
の改修事例を対象とする（図 1）。 

歴史的建造物の保存から商業ビルの改装
まで多様なあらわれをみせる建築改修手法
の広がりを把握するため、「与条件に関する 

 

 

図１ 新建築誌上の対象事例とその割合 

 

図２ 分類項目リストおよび分類基準 



項目」「解に関する項目」の 18項目を設定し、
これらの分類項目それぞれに対し、「新建築」
誌上の写真・図面・テキスト・データシートを 
もとに、判定を行った(図 2)。 
 複数の、整理した「解に関する項目」の分
類（図 2）から「建築改修手法」の類型化を
行う。類型化のため、整理した分類項目を用
いて、各事例間の距離（比類似度）を定義し
た（図 3）。ウォード法を用いてクラスタリン
グを行い、クラスターが 9 つの段階で A ～ I 

の建築改修手法の類型を抽出した（図 4）。以
下に、それぞれの類型に与えた名称と解釈を
示す。 

図３ 距離（比類似度）の定義 

 

A：コンバージョン・リファイン（13 件） コン

バージョンを伴い、既存建築の内外や開口部を大

きく刷新させたもの。 

B：リファイン（32 件） 既存の内外や開口部が

大きく刷新されたもの。しかし A に比べて、既存

の開口部は継承的に扱われたり、新設の開口部と

対比的に扱われたりする割合が高い。 

C：復元的レトロフィット（21 件） 復元的操作

や、継承的に新設部の挿入が為されたもの。一方

で、既存に対比的・介入的に増築された割合が高

い。構造補強が為され、特に免震化の割合が高い。

また他の類型に比べて減築された割合が高い。 

D：混在的レトロフィット（11 件）  コンバー

ジョンを伴わず、既存の内外や開口部それぞれに

対し、新旧を織り込みながら継承的・対比的・介

入的な表現が為されたもの。 

E：内外対比的レトロフィット (24 件) コンバー

ジョンを伴わず、既存の外部や開口部が継承的に

扱われたもの。一方で、半数近くの事例では内部

は刷新されていた。また、構造補強されない割合

や、内壁が変更される割合が高い。 

F：継承的レトロフィット(28 件) コンバージョ

ンを伴わず、既存の内外や開口部が継承的に扱わ

れたもの。この類型は、空間構成を全く変えずに

増築もされないものと、空間構成を変容させて増

築されるものに大別することができる。 

G：介入的レトロフィット(27 件) 既存の開口部

は継承的に扱われながら、内外に対し新旧を混在

させて介入的に新設部が挿入されたもの。すべて

の事例で空間構成の変容がなされ、多くの割合で

露出した設備スペースが設けられている。  

H：継承的コンバージョン・レトロフィット(20 件) 

コンバージョンの割合が高く、既存の内外や開口

部が継承的に扱われたもの。一方で、既存に対し

対比・介入的な増築の割合が高い。 

I：空間介入的レトロフィット(26 件) 増床や移築、

入れ子上の空間再編など、抜本的な空間の再構成

が為されたもの。表現にはばらつきがあるが、総

じて、内部は新旧を織り交ぜる継承的・対比的な

表現が多く、開口部は継承的な表現が多く、外部

は復元的・継承的な表現が多い。 

図４ クラスタリング結果 

 

ここで得られた ～ の改修手法と、前
述の「与条件に関する項目」との相関を分析
し、既存建築物の属性によって改修手法にど
のような違いがあるか把握する。具体的には
全事例を既存建築物の属性ごとに分類し、そ
れぞれに選択された改修手法（前述の ～ 

）の割合を算出した。その一部を図 5 に示す。
この分析によって以下の知見が得られた。 

■歴史的価値との相関 歴史性の高い建築
物では の継承的手法が選択される割合
が高く、逆に無名の建築物では の刷新
的手法が選択される割合が高い。また歴史性
の属性ごとにみると、重要文化財など・著名
な建築家・著名な公共施設では の割合



が高いが、街並み・地域では を除く様々
な手法が実践されている。 

■デザイン的価値との相関 既存デザイン
に関する記述がある事例(59 件) では

装飾(25 件)、
構成形式(14 件) の順でこの傾向が強い。 

■現用途との相関 教育系施設(29 件) では
の継承的手法の割合が高く、商

業施設(27 件) では の刷新的手法、展
示施設(38 件) では の空間・用途を
改変する手法の割合が高い。それぞれ、教育
の場として考えを継承し他者と思考を同期
させていくための空間、商業の場として新鮮
さによって人を呼び込むための空間、展示の
場として創造的かつ過去との対話に富んだ
空間を達成する手法が選択されていると解
釈できる。
■構造との相関 木造(57 件) では の
空間を変容させる手法の割合が高い。また
RC 造(79 件) では全手法がくまなく用いら
れ、改修の汎用性が高い構造といえる。 

図５ 歴史に関する項目の各属性の手法の割合 

 

(2) スペイン・イタリアにおける魅力的な建
築改修事例を収集し、国内事例調査から得た
知見のもとに分析を行った。その一部を以下
に示す。 

 

図 6           図 7 

図  Cultural Center Escuelas Pías(Spain) 

図  Ribera Del Duero Headquarters(Spain) 

 図６は教会を図書館に、図７は既存建物を
ワイン本社のオフィスにコンバージョンし
たレトロフィット事例である。左は既存の教
会と同じレンガを用いて壁面が修復され、新

しく補われた壁面には立体的に傾きのある
現代的な開口部が設けられている。一方右で
は、奥の既存建物から同じ石材の仕上げが彫
塑的な形状で切り替わるように増築が為さ
れているが、その一部に近隣の二つの教会か
ら移設した様式的な開口部を埋め込んでい
る。どちらも古い形式と新

図 8           図 9 

図 8 Atrio Relais-Châteaux (Spain) 

図 9 Fondazione Querini Stampalia (Itary) 

図８は、街並み保護のため建物外周は既存の
材料・ヴォリュームを保持したまま、内部空
間に合わせた新設と既存の開口部のずれそ
のものをファサード表現としている。また外
周部の扱いとは異なり、中庭では既存壁に白
く細かい列柱状のファサードを新設し、新旧
が共存する世界を作り出している。図９は、
中世自治都市やファシスト政府が好んだ権
威的な形式である庁舎建築を美術館へと改
修した事例である。レリーフで覆われた古典
的なオーダーのフレームと幾何学的なガラ
ス面がオーバーレイしたファサードが、ミラ
ノ市中心広場の一翼を担っている。 

これら国外事例（図 10）には構造や設備の
解など不明な点も多いが、一方で、宗教系施
設からのコンバージョンなど国内事例では
見られない新しい解の発見が多くある。また
比較した際、国外事例では歴史に対し積極的
に介入する態度を示し、加えて開口部の扱い
に関して多様な選択肢がある。総じて開口部
を立体的あるいは層的に捉えることで、歴史
との対話関係を構築していると結論できる。
(写真は全て今井研究室撮影） 

図 10 国外事例リスト 

 

(3)スペインホテルチェーン・パラドール
(図 11)を対象として、古城や修道院などの歴
史的建造物を改修した事例の分析を行った。
パラドールの魅力はその改修過程にあり、歴



史的建造物の全てが保存されず、元の建築の
核になる要素が部分的に保存され、それを強
化する様に空間が純化されるところにある。
この研究では改修による空間純化を通じて、
単なる保存／刷新の選択ではない、さらに高
度な改修手法の展開を明らかにする。 

図 11 パラドールの例（カセレス） 

改修型パラドールの転用前の用途を整理
すると、城塞、修道院、宮殿が殆どで、事例
数はそれぞれ 15 軒、14 軒、10 軒となる。
改修型パラドールでは、これらの元の建築用
途から宿泊施設への用途変更に加えて、ホテ
ルの運営効率を高めるために、増築による規
模拡張が行われたり、法改正に伴ってバリア
フリー化などのメンテナンスが行われたり
し、複数の改修が重ねられてきた。しかし、
その中には建築の核になる部分が保存され、
元の歴史的建造物がもつ魅力的な雰囲気が
維持されている。 

この研究では、改修型パラドール 44 軒の
うち、アーカイブで保管される図面、設計者
から入手した図面、参考文献の図版から改修
の変遷を読み取ることができた計 9 件を対
象とした。入手した改修前後の平面図を CAD 

化し、分析に用いた。 

まず改修過程における各平面図を重ね合
わせ、改修過程を通して保存される壁（以下、
残存壁）を抽出した。そしてその残存壁によ
り作られる閉鎖領域のうち、建築空間である
もの（屋根が架かっているもの）を抽出する。
その一例(図 12)を以下に示す。この重ね合わ
せから、残存する時間の長い壁で囲まれた空
間を元の建築の核となる空間とし、事例ごと
に設定（回廊、棟など）した。 

図 12 残存壁の重ね合わせの一例（グラナダ） 

 

複数回行われた改修時の平面図をもとに、
その空間内において、内壁の複雑度（Ｃ ＝ 

Ｌ２ / Ｓ（Ｌ：壁長、Ｓ：面積）、図 13）お
よび共有空間（ロビーなど）と占有空間（個
室）の面積割合を算出した。結果、分析を行
った９事例中７事例において内壁の複雑度
は減少し、即ち既存の核となる要素は純化し
ていることが明らかになった。また、９事例

中８事例において共有空間の面積はほぼ変
わらないかあるいは増加していた。図 14,15

にその一例をそれぞれ示す。 

図 13 複雑度のモデル 

図 16 複雑度と共有度による基準形と基準形以外の比較 

 

また、建築の核となる空間以外の空間に対
し同様の計算を行い、建築の核となる空間と
の比較を行った（図 16）。その結果、内壁の
複雑度が減少する空間のまとまりと、極端に
増大するまとまりの存在を確認できた。これ
らの空間のまとまりは、前者は共有空間の面
積割合が高く、後者は共有空間の面積割合が
低いという傾向にあることが明らかになっ
た。これらのことからパラドール改修におい
ては、公共的な性格の強い空間において空間
を純化（元の建築の核となる空間の再評価を
行い、その特徴を強化する為に不必要な部分
を除去すること）する態度と、その空間の純
化の為の機能的な補完を公共的な性格の弱
い空間において空間を鈍化（内壁を増加させ、
必要な個室数やサーヴィス・スペースを補充
すること）する態度という二つの対比的な態
度が、一つの建物（群）のなかで同時に行わ
れているといえる。この事実は、魅力的な観
光資源として建物を再生させる際の一つの
評価軸となりうると考える。 
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